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１．はじめに  
 器械運動の中の跳び箱運動には切り返し系と
回転系の二つの系統がある。この中でも，切り
返し系の開脚跳びや閉脚跳びなどは，馬跳びや
タイヤ跳びなどの類似の運動が身近にあること
から実践されやすいのではないだろうか。しか
し，もう一つの回転系の運動については，類似
の運動が少なく，体育を中心に研究をされてい
ない先生にとっては，取り掛かりにくい技だと
いえる。そこで，今回は回転系の技の一つであ
る「首はね跳び」をどのように学習していくこ
とが必要なのかを実践を通して探っていきたい
と考えた。  
 
（１）首はね跳びの技の系統性  
 一般的に，回転系の技の系統性として，首は
ね跳びは台上前転の次の技として認識されてい
ることが多い。小学校学習指導要領解説体育編
の５・６年生の跳び箱の例示として「安定した
台上前転」「大きな台上前転」の次に「更なる発
展技：首はね跳び，頭はね跳び」と記されてい
る。  
 はたして，台上前転ができたからといって，
首はね跳びに発展させてよいのだろうか。金子
（1982，p.151）は，はね跳びをマットで行う，
はねおきについて次のように示している。  
 
 跳び箱の上で回転をして，着地をする台上前
転の動作の中で，「からだの屈伸動作」は行われ
ない。すなわち，台上前転と首はね跳びの技の
系統性は見られないということになる。このよ
うに，跳び箱運動における回転系の運動の中で
も，異なる系統の運動が存在している。  
 
（２）これまでの実践  
 先に述べたはねおきについて金子（1982）は，
次のような運動技術が必要であると述べてい
る。  
A はねにはいる前の腰部の移動と腰の沈め  
B 足のはね上げによるエネルギッシュなは
ねの動作  
C 手でマットを押し放す動作  
D からだを反る動作  
E 頭部の背屈  
これらの技術のうち，「からだの屈伸動作」
に関連している技術は A と B である。この「か
らだの屈伸動作」を身に付けるために，どのよ
うな実践が行われてきたのだろうか。これまで
行われてきた実践では，首はね跳びの学習の前
段階として，「アンテナブリッジ」北川（1994）
広島大学 学部・附属学校共同研究機構研究紀要
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はねおきという運動形態は回転の支点を
どの身体部分におくかによって，独立した
わざとして成立することになる。つまり，
その回転支点を首部におけば，首はねおき
となり，頭部におけば頭はねおきとなる。  
もちろん，その場合に両手は同時に使われるの
が一般であり，逆に両手だけではねおきをすれ
ば，手はねおきという高度なわざになる。 
しかし，どの身体部分を回転の支点にしよう
が，すべてのはねおきわざに共通している特徴
は，左右軸回転をつくり出すエネルギーをから
だの屈伸動作に求めていることである。 
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大後戸（2005)を行っているものが多く見られ
る。それは，アンテナブリッジがアンテナ（首
倒立）という静止した状態から「からだの屈伸
動作」を用いてブリッジの姿勢になるという技
であるため，首はね跳びを完成させるための技
術である，「からだの屈伸動作」の習得に適した
ものだからである。しかし，この一連の動作の
中には，頭越しで回転するという動作は含まれ
ていない。図１は，前述の金子（1982，p.152）
がはねおきの動作を説明する際に用いた図であ
る。  
 
図１ はねおき動作，金子1982 
すなわち，「アンテナブリッジ」を屈伸動作
という観点から見ると回転系のはねおきファミ
リーに位置づけられるとしながらも，厳密な意
味でははねおきファミリーには位置づけられな
いとしている。そのため，アンテナブリッジか
ら首はね跳びへと技を発展させるためには，も
う１つ両者をつなぐ技が必要になるのではない
かと考えた。  
 
（３）前転ブリッジの導入  
アンテナブリッジから首はね跳びへとつな
ぐためには，アンテナブリッジに頭越しの回転
を含まなくてはならない。そのため図１のＢの
ように，前転の動作を含む必要がある。頭越し
の回転が含まれるということは，子どもたちの
運動リズムは全く違うものになるのではないだ
ろうか。その上，首はね跳びは高さのある跳び
箱上で行われる運動である。そのため，子ども
たちにとっては怖さという心理的な課題も存在
している。  
そこで，首はね跳びを跳び箱という高さのあ
る場所で行う前に，平面のマットの上で頭越し
の回転が含まれる「からだの屈伸動作」を獲得
させることができれば，首はね跳びの技能獲得
に効果的ではないかと考えた。そこで，アンテ
ナブリッジと首はね跳びをつなぐための技とし
て，「前転ブリッジ」という技を取り入れた。  
本研究では，この「前転ブリッジ」を，マッ
トの上で前転を行い，頭越しの回転が終わった
時点でからだの屈伸動作を入れ，ブリッジの姿
勢になる運動と定義づける。（写真１）  
 
 
 
 
図１ーＡは首倒立から，体の屈伸を使って
はねおきをしている。典型的な首はねおき
である。この首はねおきは 180 度しか左右
軸回転をしていないから，厳密な意味では
“回転系”に位置づけられないであろう。
しかし，この首はねおきと同じ運動経過に
図Ｂのように頭越し局面を入れると，①か
ら⑥にいたる全経過で１回転完了し，回転
系の技として定立できる。（中略）したがっ
て，この屈伸動作によって左右軸回転の勢
いをつくり出す特徴さえもっていれば，回
転系のはねおきファミリーに位置づけうる
ものである。  
写真１ 前転ブリッジの運動経過 
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２．系統的な単元構成  
金子（1974，pp.244-246）は，体操競技の技
の指導方法として「直接指導法」と「間接指導
法」の２つの方法を取り上げている。  
「直接指導法」とは，「目標の技の運動構造
に従ってその構成要素を個々にトレーニングさ
せ，それらの部分を合成することによってその
技を習得させる方法である。」としている。具体
的には，金子は前方倒立回転とびを挙げ，「『ホッ
プ技術』『突き手の技術』『回転の技術』『着地の
技術』はそれぞれに独立してトレーニングされ，
それらの融合局面のトレーニングを含めて次第
に段階的に組み立てられる。」としている。この
方法の良さを金子は，「その技に成功する近道で
あることは間違いない。」としながらも，選手に
「あまり成功感が湧かず，興味も呼ばないこと
が多い。」ことから「指導者がつきっきりでその
都度正否のフィードバックを出してやる必要が
ある。」としている。また，短期間に技をつめ込
んでも，本当に技能が向上したとはいえないと
も指摘している。  
「間接指導法」とは，「ある目標技を習得す
る前に，構造的に類似した技を系統的に習得し
ていって，最後に自然に自力でその技に成功で
きるような道筋を立てる方法である。」としてい
る。具体的には，「目標技」にいたるまでに，最
初にその目標技の特徴的な構成要素を少なくと
も一つ以上もった「準備的な技」から始め，次
いで，目標技に構造的類縁性をもった技，すな
わち「予備技」を配していく方法である。この
方法の良さを金子は，「選手の自主的な創意工夫
の芽が育まれ，豊富な応用技の反復練習の間に
無理なく技能を高めることができる利点をも
つ。さらに，選手間の助け合い，すなわち，同
僚の技の観察や批判，幇助のし合いによって好
ましい練習活動を育てるのに役立つ。」としてい
る。  
学校の体育の授業では，一人の教師がすべて
の子どもに「つきっきりでその都度正否の
フィードバックを出してやること」が不可能な
状況を踏まえると，「間接指導法」を中心にして
いくことが必要になると考える。そのため，金
子も指摘するように，どの技を「目標技」とし，
どのような技を「準備的な技」や「予備技」と
して設定するのかが重要になってくる。小学校
高学年において「首はね跳び」を最終の目標技
としてとらえた場合，表１のような系統性を意
識して取り組む必要性があると考える。  
 
表１首はね跳びを目標技と設定した単元構成例 
 
３．研究の目的・方法 
 本研究では，小学校高学年の跳び箱運動の例
示技の一つである「首はね跳び」につなげるた
めの学習モデルの開発を目的としている。本年
度は表１における中学年の単元の有効性を検証
する。 
 実際の授業は昨年度の研究で「台上前転」を
学習した児童を対象に行った。広島大学附属三
原小学校では第４学年を対象にアンテナブリッ
ジと前転ブリッジにおける「からだの屈伸動作
（以下腰の沈み込みのあるはね動作）」のつなが
りを，広島大学附属東雲小学校では第５・６学
年複式学級を対象にサンドイッチの下位教材と
しての有効性を，広島大学附属小学校では第４
学年を対象に，準備的な技，予備技，目標技を
どのように設定すれば良いのかを検証した。 
 
４．授業の実際 
 児童のパフォーマンスについては，ハイス
ピードカメラ（CASIO 社製 EXILIM，EX-SC100）
を用い，マットの真横から動画を撮影する。得
られた動画から，準備，頭接地，腰が最も低く
はね動作の直前，脚が垂直の位置にある，はね
動作途中，足が着地した瞬間，ブリッジ完成の
７つの画像を切り出し，比較分析する。 
 それぞれの授業において，効果的に働いた支
援や場の設定などについて，児童のパフォーマ
ンスやワークシートへの記述から分析してい
く。 
 
５．具体的な事例 
【事例①】 
広島大学附属三原小学校 第４学年 A さん 
（第１時）  
 第１時では，見本の動画を見て実際に前転ブ
リッジを行ってみた。Ａさんのワークシートか
らは，自分の体の動かし方について，できてい
なかったことについては記述することができて
学年 準備的な技 予備技 目標技 
高学年 前転ブリッジ ステージからの 
はね降り 
首はね跳び 
中学年 サンドイッチ アンテナブリッジ 前転ブリッジ
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いる。前転からブリッジへ移行する場面を意識
してやりたいと次への見通しはもてているよう
だ。しかしながら，まだ前転ブリッジができる
ようになるためのコツがよくわからない段階に
ある。  
 
 
 
 
 
   
 第１時に撮影したパフォーマンスでは，前転
からブリッジの流れは理解しているが，ブリッ
ジを行う際，腰をマットから浮かせるために必
要な動作がない。そのため，足をついてからブ
リッジの動作が始まってしまっている。 
 
 
 
 
 
 
 
（第２時） 
足を着いてからブリッジの動作が始まって
しまうのはどうしてかと見本の動画を見ながら
考えさせた。その後の全体交流で，子どもたち
は「足をふんわり山を描くように動かすといい
のではないか」と結論を出した。そこで，前転
をせずに，アンテナからブリッジの流れで，足
を大きく振ることを課題に取り組みを行った。 
 
 
 
 
 
 第２時のＡさんのアンテナブリッジの連続写
真から，足を大きく振り上げようとしている様
子は見られる。しかし，腰部が沈み込みすぎて
いるため，真上に足を振れておらず，足の着地
場所が遠くなってしまっている。そのために，
着地した時に思うように腰が上がったブリッジ
になっていない。 
 
 
 
 
（第３時） 
 第３時も引き続き，アンテナブリッジを行っ
た。この時間は，膝をしっかり伸ばして，より
大きな山を描くことができるように，腰部を
しっかり沈ませることを課題とし，相互観察の
視点とした。本時は，腰部を沈ませて天井に向
けて足を振り，着地させる動きを「ウッ・グワー
ン」という言葉で共通にイメージさせてからペ
アで相互観察をしながら学習を進めていった。
足を大きく振るとおのずとこれまでと着地する
場所が変わってくることに多くの子どもが気づ
きをもっていた。Ａさんのワークシートでも「足
でボールをつつむように」という記述があり，
足を振り上げた後，マットへあまり遠く着地し
ては腰が持ち上がらないので，できるだけ近く
に着地することをイメージしていることが読み
取れる。 
 
 
 
 
 
 
 第３時のＡさんのアンテナブリッジの連続写
真からも左から２番目，３番目の膝を伸ばし，
しっかり腰部を沈み込ませ，肩を浮かせること
ができるようになってきている。足を大きく振
り上げることを意識させたことで，腰の沈み込
みのあるはね動作の獲得につながった。また，
その後の着地に向けての動作で，「ボールをつつ
むように」とイメージしたことで，腰を浮かせ
たまま，ブリッジの動作に移行することができ
るようになったと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
（第４時） 
 第４時では，前転ブリッジに取り組んだ。ア
ンテナブリッジで腰の沈み込みのあるはね動作
ができるようになっているが，前転ブリッジで
はできていない。Ａさんのワークシートの記述
には，前転ブリッジがうまくいかないので，
「いったんアンテナをやってから，こしの所を
写真４ 第 3 時 A さんのパフォーマンス（アンテナブリッジ）
図３ 第２時 A さんのワークシート 
図４ 第３時 A さんのワークシート 
写真３ 第２時 A さんのパフォーマンス（アンテナブリッジ）
図２ 第１時 A さんのワークシート 
写真２ 第１時 A さんのパフォーマンス（前転ブリッジ）
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さげてブリッジをやった」と記述がある。頭越
しの回転が加わったことに課題があることには
気づいているようだ。 
 
 
 
  
 
実際のパフォーマンスを見ても，足は縮こま
り，腰部も沈み込むような動きは見られない。
前転が加わることで，回転の加速がつき，うま
く腰部にためをつくって足を振り上げることが
できていないのではないかと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（第５時） 
 前時において腰の沈み込みのあるはね動作が
アンテナブリッジではできていたのに，前転ブ
リッジになるとできなくなったのはなぜかと考
えた時に，「前転が速く回りすぎている」という
意見が出た。したがって，前転をゆっくりと回
る練習を行い，前転ブリッジを行うことにした。 
 Ａさんのパフォーマンスをみても，前転を
ゆっくり回ることを意識したことで，左から４
枚目の写真のように，アンテナブリッジで意識
した，ひざを伸ばしてしっかり足を振り上げる
ことができるように，腰部を沈む込ませる動き
ができている。 
 このことから，前転ブリッジにおいて腰の沈
み込みのあるはね動作をするためには，前転の
回転速度にも影響されるということがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【事例②】 
広島大学附属東雲小学校第５学年 B くん  
（第１時）  
 第１時では，見本動画を提示し，実際に試行
錯誤しながら前転ブリッジに挑戦する場を設定
した。動画を提示する際は，膝を伸ばしたまま
足を振ること，足が着地したときに，頭がマッ
トから離れていることの２点を共通確認した。
見本動画については，児童がいつでも視聴でき
るようにしておいた。  
B くんのワークシートからは，膝を伸ばして
足を振ることができていないことは自覚してい
ることが分かる。しかし，前転ブリッジがどの
ようにすればできそうなのかという記述につい
ては見当たらない。まだ，前転ブリッジができ
るようになるためのコツがよくわからない段階
にある。  
 
 
 
 
 
 
図６ 第１時 Ｂくんのワークシート 
 
 第１時に撮影したパフォーマンスでは，膝が
曲がったまま，マットに肩や背中をつけずに回
転し，そのままブリッジの体勢をとっている。  
 
 
 
 
 
写真７ 第１時 B くんのパフォーマンス 
 
（第２時）  
第２時では，見本動画を提示しながら，「腰
が沈み込んでから浮く」ことを共通確認した。
また，腰の沈み込みのあるはね動作を獲得する
ための練習方法としてサンドイッチを提示した。
サンドイッチの練習の際にはペアで，腰の沈み
込みからのはね動作ができているか視点を明確
にして相互観察するように助言した。また，沈
み込んだ腰を上げる際には，膝を伸ばして上に
蹴り上げることが必要であることを確認した。  
 B くんは，サンドイッチをすることで，腰の
沈み込みのあるはね動作は意識できていた。し
写真５ 第４時 A さんのパフォーマンス（前転ブリッジ） 
写真６第５時 A さんのパフォーマンス（前転ブリッジ） 
図５ 第４時 A さんのワークシート 
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かし，腰の沈み込みのあるはね動作が不十分で
あること，ブリッジの際に頭がマットから離れ
ないことを自らの課題ととらえ，着手の仕方に
も着目するようになった。B くんに対して，着
手の位置や，脇を締めて着手したり，ブリッジ
したりすることを助言した。  
 
 
 
 
図７ 第２時 Ｂくんのワークシート 
 
第２時に撮影したパフォーマンスでは，頭，
肩，背中の順次接触ができてきているが，膝を
伸ばしてからの回転，腰の沈み込みのあるはね
動作は不十分である。原因としては，着手の仕
方や，腕に体重を乗せる感覚が十分に身につい
ていないことや，腰を沈み込ませる際に両腕に
十分に体重をかけることができてないことが考
えられる。ここでは，サンドイッチが技能獲得
に効果的に働いているということは見取れない。 
  
 
 
 
 
写真８ 第２時 B くんのパフォーマンス 
 
（第３時）  
 第３時は，第２時に引き続き腰の沈み込みの
あるはね動作を獲得するためのサンドイッチの
練習を中心に行ったが，なかなか技能獲得へと
つながらなかった。すると児童から，仰向けに
寝転んだ状態から，膝を伸ばしたまま足を体に
引きつけてその勢いで腰を浮かせてブリッジを
する方法で練習をしたいとの提案があった。児
童が提案したものは，ゆりかごブリッジに近い
ものであったため，その練習方法も認めること
とした。児童の様子を見ていると，この練習の
方が腰の沈み込みのあるはね動作がより獲得し
やすいようであった。  
各児童のワークシートには，サンドイッチよ
りも，ゆりかごブリッジの方が，腰を沈ませて
浮かせることができやすいという記述が多かっ
た。B くんのワークシートの記述の中にも，勢
いについての記述があるが，腰を上げるタイミ
ングについての記述はなかった。  
 
 
 
 
図８ 第３時 Ｂくんのワークシート 
 
第３時に撮影したパフォーマンスでは，膝は
伸びていないが，腰を沈み込ませてから上げよ
うとする意識が高まり，わずかであるが腰の沈
み込みのあるはね動作が見られるようになった。
ゆりかごブリッジの練習の成果が出ているよう
である。  
 
 
 
 
 
写真９ 第３時 B くんのパフォーマンス 
 
（第４時）  
第４時では，見本動画を加工し，腰の動きが
明確に分かるようにしたものを提示した。また，
足が伸びていない B くんに対しては，足の伸び
を強調した加工動画を提示し，技のどの時点ま
で足が伸びているか理解できるようにした。  
B くんの記述には，腰の沈み込みのあるはね
動作のタイミングやコツについての記述があっ
た。  
図９ 第４時 Ｂくんのワークシート 
 
 第４時に撮影したパフォーマンスでは，膝の
伸びは不十分であるが，腰の沈み込みのあるは
ね動作はできるようになってきている。  
 
 
 
 
 
 
写真 10 第４時 B くんのパフォーマンス 
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（第５時）  
 第５時では，各児童の技と見本動画を同時再
生して比較できるような加工した動画を提示し
た。その際に，足の伸びや，腰を沈み込みませ
てからの腰上げなど視点を明確にして比較する
ように助言した。  
B くんには特に膝の伸びを意識して練習する
ように助言した。第５時のワークシートには，
膝の伸びがまだまだ不十分であること，腰の沈
み込みのあるはね動作ができてきたこと等の記
述が見られる。  
 
 
 
 
 
図 10 第５時 Ｂくんのワークシート 
 
第５時に撮影したパフォーマンスでは，前時
までよりも膝が伸びるようになってきてはいる
が，まだまだ不十分である。腰の沈み込みのあ
るはね動作は定着している。  
 
 
 
 
 
 
写真 11 第５時 B くんのパフォーマンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【事例③】 
広島大学附属小学校 第４学年 Ｃさん 
（第１時）  
 第１時では，見本の動画を見て実際に前転ブ
リッジを行ってみた。Ｃさんのワークシートか
らは，自分の運動を客観的に記述することがで
きているが，前転ブリッジがどのようにすれば
できそうなのかという記述については見当たら
ない。まだ，前転ブリッジができるようになる
ためのコツがよくわからない段階にある。  
 第１時に撮影したパフォーマンスでは，前転
からブリッジをしないといけないとは思ってい
ても，足が着地してからブリッジの動作が始
まっている。  
（第６時）  
第６時ではアンテナブリッジの動き方をマ
スターすれば，前転ブリッジができそうだと初
めてＣさんのワークシートへの記述が見られた。 
 
これは第２時に前転Ｖ字バランスで前転の
スピードコントロールを学習し，第３時から第
５時での，アンテナブリッジの学習で腰の沈み
込みのあるはね動作の運動感覚をつかむことが
できたためだと考える。  
 第６時の A さんのアンテナブリッジの連続写
真からも，左から４枚目の足を振っている写真
の時にすでに肩を浮かせることができるように
なってきている。腰部を沈みこませた後、エネ
図 11 第１時 C さんのワークシート 
写真 12 第１時 C さんのパフォーマンス（前転ブリッジ）
図 12 第６時 C さんのワークシート
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ルギッシュに跳ね上げる事ができるようになっ
た。腰部を沈みこませた後のエネルギッシュな
跳ねの技術獲得のためには，アンテナブリッジ
という運動が効果的だったと考える。  
 
（第７時）  
 第７時からは，これまでに行ってきたアンテ
ナブリッジから前転ブリッジへとつなげる学習
をおこなった。運動の構造として，前転ブリッ
ジの途中にアンテナブリッジの形が入っている
ことは，クラス全体で共通の理解を得ることが
できていた。そのため，クラス全体の学習課題
として，どのタイミングで腰の沈み込みのある
はね動作をすれば良いかを追及していく学習と
なった。本時の学習では，体幹部の操作の感覚
づくりのためにおこなっているねこちゃんたい
そうの「フー（背中を丸める），ハッ（背中を反
らせる）」という共通の言葉を用いて前転ブリッ
ジにおける腰の沈み込みのあるはね動作のタイ
ミングを確認させた。ペアで補助をしたり，タ
イミングを伝え合ったりしながら学習を進めて
いった。Ｃさんのワークシートからは，動き方
のイメージはできているものの，自分の運動感
覚としてはまだつかめていない。  
（第８時）  
第７時の時点で自分の運動感覚として前転ブ
リッジにおける腰の沈み込みのあるはね動作が
つかめていないため，本時では教師の幇助によ
り前転ブリッジの運動感覚をつかませた。まず，
前転ブリッジの頭越しの回転が行われたところ
で一度静止させ，アンテナブリッジの姿勢から
腰の沈み込みのあるはね動作をさせた。そして，
２回目は運動を途中で止めず，教師の幇助で前
転ブリッジを行った。その後，ペアでの練習の
中で，自分で何度かはね動作のタイミングをつ
かもうと試行錯誤している場面がみられる。自
分で頭越しの回転が行われたところで運動を止
めて，背中とマットの隙間を確認したり，途中
の姿勢から腰の沈み込みのあるはね動作を行っ
たりして，自分の運動感覚をつかむために練習
を重ねていた。Ｃさんのワークシートには，「せ
なかが，最後までついていたから，できなかっ
た。」と，これまでは見られなかった自分の運動
の失敗の原因についての記述が見られる。  
 実際のパフォーマンスを見ても，本時では，
沈み込みのあるはね動作はまだ見られない。ア
ンテナブリッジではできていた技術が前転ブ
リッジでは発揮されない状況が生まれてしまう。 
 
（第９時）  
 第９時において，Ｃさんは，最初の練習の段
階で前転ブリッジができるようになっていた。
しかし，本時の中で前転ブリッジができる時と
できない時があった。Ｃさんのワークシートに
は，失敗したときと成功した時の違いから，成
功するためのコツが詳しく記述されていた。  
 
 
（第 10 時）  
 第 10 時は，前転ブリッジのまとめの時間と
して行った。この時間では，Ｃさんは，ほぼ毎
回前転ブリッジができるようになった。Ｃさん
のワークシートには，自分の技のできばえにつ
いての記述が見られた。運動ができるように
写真 13 第６時 C さんのパフォーマンス（アンテナブリッジ）
図 13 第７時 C さんのワークシート 
図 14 第８時 C さんのワークシート
写真 14 第８時 C さんのパフォーマンス（前転ブリッジ）
図 15 第９時 C さんのワークシート
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なったことから，より良い動きかたを追及する
ことができている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．成果と課題 
 広島大学附属三原小学校の実践では，アンテ
ナブリッジにおいて，腰の沈み込みのあるはね
動作を獲得することで，前転ブリッジにおいて
も腰の沈み込みのはね動作を獲得することがで
きた。また，前転のスピードコントロールも重
要な要素の一つとして示唆された。 
 広島大学附属東雲小学校の実践では，サンド
イッチは，腰をはね上げる動作の獲得のために
は有効に働くが，前転ブリッジでの腰の沈み込
みのあるはね動作へとつなげることは難しいこ
とが明らかとなった。アンテナブリッジの代わ
りの予備技として，ゆりかごブリッジの可能性
も示唆された。終末局面においてブリッジの姿
勢になるためには体幹部の反らしが必要になる
ため，ブリッジの姿勢で技を終えることの重要
性が考えられる。 
 広島大学附属小学校の実践では，第６時の段
階で，アンテナブリッジにおいて腰の沈み込み
のあるはね動作ができるようになった児童が
42 名いた。その後の前転ブリッジの学習では，
アンテナブリッジで学習した運動感覚を用いな
がら前転ブリッジでの腰の沈み込みのあるはね
動作を獲得していくことができた。学習の最後
では，52 名の児童が前転ブリッジにおいて腰の
沈み込みのあるはね動作を獲得することができ
た。このことからも，前転ブリッジの学習をす
る単元構成として，前転Ｖ字バランスで前転の
スピードコントロールを学習し，アンテナブ
リッジで腰の沈み込みのあるはね動作を学習し
た上で，前転ブリッジの学習を行うことの有効
性が明らかとなった。 
また，広島大学附属小学校の実践において，
腰の沈み込みのあるはね動作の獲得状況は表２
のようになった。 
 
 
 
表２ 腰の沈み込みのあるはね動作の獲得状況 
 
第６時においてアンテナブリッジで腰の沈
み込みのあるはね動作ができていた児童は 43
名であった。この時間の終わりに前転ブリッジ
を行い沈み込みのあるはね動作ができた児童は
20 名だった。アンテナブリッジで腰の沈み込み
のあるはね動作ができていたにも関わらず，前
転ブリッジにおいてはできなくなった児童が
19 名いた。このことから，アンテナブリッジか
ら前転ブリッジに運動が変わると，腰の沈み込
みのあるはね動作ができなくなる児童がいると
いうことになる。即ち，頭越しの回転が加わる
だけで子ども達にとっての運動リズムが変わり，
技術を発揮することができにくくなるというこ
とになる。 
これは，アンテナブリッジから首はね跳びへ
と運動が変わった時にも同じように技術を発揮
することができにくくなることが予想される。
すると，首はね跳びで腰の沈み込みのあるはね
動作ができなくなると，台上で行っているため，
跳び箱の角で腰を打ってしまう可能性がある。
すなわち，子どもたちは首はね跳びに運動課題
が変わってしまうことで，高さによる恐怖心や
失敗による痛みと向き合わなくてはいけなくな
る。そのため，首はね跳びの学習の前に，平面
のマット上で行う前転ブリッジの学習を通して，
頭越しの回転を含む腰の沈み込みのあるはね動
作を学習することは大変有効であると考える。 
 今後は，この学習で身に付けた腰の沈み込み
のあるはね動作が，高学年における首はね跳び
の学習においても，どのくらいの児童が発揮す
ることができるのかを継続して研究していきた
い。 
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写真 15 第 10 時 C さんのパフォーマンス（前転ブリッジ）
図 16 第 10 時 C さんのワークシート
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